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防眩処理（マット仕上げ）用のブラスト装置も併用で生産効率向上

　株式会社ビック・ツール様は、工業
用ドリルとして高い切削性能が評価さ
れる「月光ドリル」をはじめ、各種ド
リル研磨機を製造するメーカーです。
月光ドリルの特徴である切削抵抗を抑
える独自形状を活かした医療用ドリル
も展開しており、スムーズな切削性能
によって発熱を抑え、人体への負担を
軽減できることから整形外科手術等で
使用されています。

「お客様目線」をモットーにする同社は、
現在 50 種類以上の医療用ドリルを展開
しており、顧客ごとに異なる仕様や要
望への柔軟な対応力も強みです。そん
な同社に寄せられた、医療用ドリルに
刻印された目盛りの視認性向上に関す
る要望をきっかけに、防眩処理（アン
チグレア処理）を目的としたマット仕
上げ（梨地処理）にブラスト処理を採
用しました。当初はブラスト装置メー
カー不二製作所の加工部門へ委託をし
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ていましたが、需要拡大に伴い内製化
を決めました。

そしてブラスト技術を活用する中で、
防眩処理だけでなく医療用ドリル製造
におけるさまざまな品質課題の改善に
も活用できる可能性に着目します。そ
れが、不二製作所の “磨くブラスト”「シ
リウスシリーズ」でした。

整形外科用月光ドリル

生産管理部
生産 3 課

安孫子 真光 様

　同社で製造するステンレス製の医療
用ドリルは、防錆性を確保するために
電解研磨を行っていますが、ドリル径
や気温などの影響で仕上がりにばらつ
きが発生することがあります。武内様
は 「条件によっては 3 ～ 4 割くらいが
白く曇った仕上がりになることもあり
ました」と話し、それらは外観の品質
基準を満たさない不適合品として廃棄
処分していたといいます。
この問題を解決したのが、不二製作所
の磨き専用ブラスト装置 「シリウスシ
リーズ」です。一般的なブラスト処理
は表面を “削る・粗す” 用途で使用さ
れるのに対し、本装置は特殊な弾性研
磨材「シリウス Z メディア※�」を圧縮
空気の力で噴射し、表面を滑るように
加工することで” 磨くブラスト” を実
現しています。そのため、ドリルの切
削性能は維持したまま、電解研磨によっ
て形成された不動態皮膜も損なうこと

防眩処理：レーザーマーキングの視認性向上目的
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　同社の手掛ける医療用ドリルは形状
や仕様だけでなく、表面処理や外観品
質に対する要求も様々です。武内様は、

「10 社あれば 10 社で仕様が違います。
お客様の要望に合わせて対応していく
ことが大切です」と話します。
一方、不二製作所もまた、お客様ごと
の課題に合わせてブラスト装置を設計・
製作しており、今回導入いただいたシ
リウスシリーズも、医療用ドリルの品
質要求や生産形態に合わせて仕様を検
討し、専用設備として導入いただきま
した。お客様ごとに異なる要望や課題
に向き合い、より良い製品づくりを追
求する姿勢は、ビック・ツール様と不
二製作所に共通しています。品質向上
と生産性向上の両立が求められる中、
ブラスト技術はこれからもビック・ツー
ル様の医療用ドリルの品質を支える重
要な役割を担っていくことでしょう。

　同社は、自動運転型のブラスト装置
を活用することで生産効率の向上も実
現しています。手作業によるバリ取り
は 1 本あたり 1 分以上の作業時間が必
要でしたが、装置導入後は従来の半分
以下まで短縮されました。

本装置は、一度に最大 20 本のドリル
を加工できるバッチ処理型のエアーブ
ラスト装置です。加工プログラムを選
択してドリルをセットした後は、スター
トボタンを押すだけで加工が自動進行
するため、作業者が装置に付きっきり
になる必要がありません。そのため、
自動加工中はレーザーマーキングや防
眩処理など別工程の作業を進めること
ができ、現場全体の生産効率向上につ
ながっています。さらに、自動運転で
も磨き品質を維持できることが大きな
特長です。一般的な工具による研磨工
程では、摩耗やツールチェンジのタイ
ミングで加工性能が変化し、仕上がり
に差が生じることがあります。それに
対して本装置は、シリウス Z メディア

なく表面の曇りのみを除去できます。
これにより不適合品の修正が可能にな
り、歩留まりが改善され廃棄ロスを大
幅に削減しました。
さらに、同社の製造するステンレス製
の医療用ドリルは材質の特性上、刃先
形状の切削加工時にミクロンレベルの
微細なバリ （糸バリ）が発生すること
があります。従来はホイールブラシと
拡大鏡を使い手作業で除去していまし
たが、作業が大変なだけでなく目視で
の確認が難しく取り逃したバリが検査
工程で発見されることもありました。
本装置はエアーブラスト方式を採用し
ており、微細な研磨材を均一に到達さ
せることができるため、複雑形状であ
るドリルの刃先でも確実なバリ除去が
実現できます。作業を担当する安孫子
様は 「以前は差し戻しも多く大変でし
たが、装置導入後は一度の加工で簡単
にバリが除去でき、検査にもほとんど
引っかからなくなりました」と話して
おり、医療用ドリルに求められる高い
品質水準の維持にも貢献しています。

磨き前 磨き後

加工対象：医療用ドリル　材質：SUS���J�　
サイズ：最大φ��×���ｍｍ～最小φ�×��ｍｍ

マイクロスコープでの観察：20 倍

表面に曇り
のある状態

鏡面仕上げ

バリ取り前 バリ取り後

バリ

間欠回転型自動ブラスト装置
ニューマ・ブラスター　シリウスシリーズ

加工中の様子

の 「自動再生機構※�」を搭載しており、
加工中も常に研磨材を自動再生してい
るため連続運転でも安定した磨き品質
を維持できます。また、生産状況に応
じて手動加工と自動加工を使い分けら
れることも、多品種少量生産が求めら
れる同社の医療用ドリル製造において
大きなメリットになっています。手動
加工であっても安定した加工が可能で、
作業者の経験や勘に左右されにくいこ
とも特長です。

※１シリウス Z メディアとは、低反発で衝突時に
被加工物にそって変形する特性を持つ特殊高分子
材料「SLIDE-RING MATERIAL®」に磨き用研磨材
を担持させた微小粒径のメディア。SLIDE-RING 
MATERIAL® は株式会社 ASM の登録商標。シリウ
ス Z メディアは株式会社 ASM との共同開発。

※2 シリウス Z メディアの自動再生機構（インラ
イン再生）とは、装置内に搭載する機構で、稼働
中でも随時メディア（研磨材）を再生することで、
加工能力を一定に維持します。メディアの使用時
間による仕上がりの差を抑制することができるだ
けでなく、作業者がメディアの使用時間管理や交
換・再生する手間も不要です。


